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＜病棟連絡事項＞

・インフルエンザのワクチン接種について、患者様へ意向確認後リストへの記入をお願いします。

・病棟に台車で食事を運ぶ患者様を選定中です。淡路智恵子様はレストランで食事摂取に変更としています。田中ハルエ様、小田タネ様もレストランでの摂取対象としていきます。
＜患者様連絡事項＞
・沼山　真紀子様～栄養士と相談したいと希望あり、対応しています。ホタテ、ホキ、肉禁（ウインナー、ベーコン、ハムはok）に食事変更となっています。
・武田　宣子様～障害区分をつけるため訪問調査あり、12/12（火）14:00～対面の予定となっています。
・島脇　法依様～食事摂取出来ていないことから、点滴2日分（①ソリタT3+ダイビタ+アスコルビン酸②ソリタT3）処方となっています。また臨時薬オランザピンOD(2.5)1T 1×寝る前が追加で8日分処方となっています。
・久慈　一壽様～主治医より下痢時酸化マグネシウム錠除剤の口頭指示あります。必要時除剤して下さい。
・小田　タネ様～CSセットA-①で使用可です。
・森　政博様～本日御家族と外出しています。
・澤田　真理様～お菓子、スティックコーヒーの在庫についてやまばと寮へ連絡しています。11/28までの分を病院へ渡していたとの事で、本人が日数分を守れず摂取していた可能性があります。前回入院時も箱ティッシュやマスクの使用頻度が高く、スタッフ管理の希望も聞かれています。おやつや消耗品の管理を今後スタッフで行っていく事としています。
＜ベッドコントロール＞

・石戸谷　愛子様～東病棟Bユニットから西病棟Aユニットへ転入となります。詳細はカルテ、サマリー参照して下さい。11/10面会時、書類・荷物の返却があります。
＜要注目患者様ケース検討＞
・小田　タネ様～不安感の表出や依存的言動はなく経過しています。本日は「切ない」と言い手引きにて出て来られホールで食事摂取しています。食欲はあることから訴えを聞きながら行動の促しをしていきましょう。
・野坂　翔様～昨日警察署よりPSWを通して連絡あり、本人が“母に携帯を取り上げられ友達と連絡が取ればいから自殺しようと思って首を絞めた”と話していたと情報があります。現在行動化なく経過していますが、約束が守れず日課を疎かにすることもある為、引き続き声掛け・誘導をしていきましょう。
・大釜　美香子様～御家族とFAXで連絡を取りたい、退院したい等とホワイトボードを用いて訴える事があります。担当スタッフよりFAXの対応をしています。
・澤田　真理様～嗜好品に関する被害妄想あり、「お菓子盗らないでください」とスタッフへ訴えることもあります。やまばと寮からの約束を守る、スタッフの返事や反応を待つことの必要性を繰り返し伝えていきましょう。
・高杉　洋子様～昨日室岡整形受診しMRI検査施行しています。“腰の骨がつぶれている”との話を受けたと情報があります。食事摂取量は低下しており、主治医へ点滴処方継続を打診しています。
・藤井　理代様～深夜帯中途覚醒あり、「お腹にマングースがいる」と妄想言動聞かれています。昨日排便無い事からピコスルファート服用しており今朝排便あった以降は妄想言動なく経過しています。
・安達　貴浩様～女性患者様に対する暴言や大声をあげる行動あり、注意介入要しています。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・野坂　翔様～診察にて11/2自傷行為があったが以降危険行動は見られていない事昨日警察へ連絡をした経緯がある事、11/14聞き取り調査である事等、生活保護に関しては見送りとなった経緯がある事等情報提供している。診察中口調は穏やかであるが気分の落ち込みは「まだある」との事。また主治医より聞き取り調査に関して体調不良時は中断しても良い事を説明され了承している。[2]レボトミン錠中止、 トフラニール錠10mg 3 錠 1日3回　毎食後 7日分処方となる。
・鈴木　達也様～診察にて11/2準夜帯で希死的発言聞かれていたが危険行動は見られていない事、10/31小麦入りのスープを飲んでしまったが体調変化無く経過している事等情報提供している。主治医より退院については今後検討していく事を声掛けされ了承。処方薬の変更は無い。
・安達　貴浩様～診察にて連日不穏時、不眠時、胃痛時使用している事被害的言動聞かれ椅子を倒す・大声を出す場面があった事女性患者様に対し暴言を吐く様子があった事等情報提供している。診察中も被害的言動聞かれている。本人より東病棟へ移動したい　と希望あるも主治医より許可は下りず。IFオーダー:不穏・興奮時リスパダール（1）1錠の指示あり、また7回分処方。不調時ロラゼパム錠 0.5mg　20回分処方となる。
・田中　ハルエ様～診察にて適度に他者交流あり、笑顔も見られている事日課問題無く行えている事を情報提供している。診察中「周りの人に神経を使います…」と話される場面あり。また胸部の違和感については現在もあると。処方薬の変更は無い。
・倉橋　生子様～診察にて部屋移動に伴い不満を話されていた事不眠を訴えていた事や失見当識様の発言があった事等情報提供。診察中終始穏やかに受け答え出来ている。処方薬の変更は無い。
・沢田　秋子様～診察にて連日不安時使用しているが、作業には見学参加出来ている事日課問題無く行えている事を情報提供している。診察中穏やかに受け答え出来ており「（不安感は）酷くないです」と。処方薬の変更は無い。
・成田　賀枝様～診察にてすり足歩行ではあるが、転倒無く経過していること自己中心的発言や希死的発言聞かれていない事を情報提供している。処方薬の変更は無い。
・田端　香織様～診察にて確認行為が頻回にある事や11/5深夜帯不眠で経過していた事頻回に腹痛を訴え疼痛時薬希望されるも飲水後は改善する事母様と電話にてトラブルとなったと情報があったが詳細不明である事等情報提供している。診察中も主治医に確認行為頻回にあり。また「目が痛いんです」と訴えもあり。［5］オランザピンOD錠10mg1 錠 1日1回　夕食後 →5mgへ減量。[5] ラツーダ錠10mg1 錠 1日1回　夕食後 →80ｍｇへ増量。またヒアルロン酸Ｎａ点眼液1本処方となる。
・武田　宜子様～診察にて服薬時は自ら来詰出来ている事、レストラン移動に関しては「見られる感じがする」と拒否されている事、同室者に対して不満を訴え部屋移動希望されている事、不眠を訴える場面があった事等情報提供している。診察中終始穏やかに受け答え出来ている。増薬に関しては本人拒否あり同内容での処方となる。また不眠時使用して良い事を説明され了承している。
・高柳　和子様～診察にて自室や廊下に蹲っている様子や食事配膳時は一時的に拒否あるも時間を掛け自力摂取出来る場面もある事、他室侵入等の迷惑行為は見られていない事等最近の様子を情報提供している。診察中主治医より声掛けされると「にんじん、にんじん…食べられなかった」「美味しかった」等と返答されている。[1]クエチアピン50mg　1日3回　毎食後　→100mgへ増量[3]コントミン糖衣錠25mg 1日1回　ねる前 2錠→1 錠へ減量。
・成田　富士子様～診察にて同室患者様に対して不満訴えていた事11/1低血糖時使用している事等情報提供している。診察中同室患者様に対し”MさんがＴさんを虐める為自身がかばっている”といった内容の発言聞かれている。また尿漏れに関しては”良いです”と。[1]トフラニール錠10mg1 錠 1 日1回　ねる前 継続となる。他処方薬の変更は無い。
・小栗　健太郎様～診察にて10/31相談員付き添いにて外出より帰院されている事、特定女性患者様転出後は不穏さ無く経過している事を情　報提供。診察中穏やかに受け答え出来ている。また日中ベルトを装着したいと希望あり主治医より許可あり。処方薬変更無し。
・畑中　成夫様～診察にて同室患者様に対し不満言動あるも大きなトラブルへは至っていない事スタッフに対する恋愛妄想は聞かれていない事を情報提供している。主治医より他者と適度に距離を取るよう説明され了承している。処方薬の変更は無い。
・小泉　裕子様～妄想発言聞かれていたが過度となる様子無く、日課問題無く行えている事を情報提供。主治医より11/21青山荘見学が決まった事を説明され笑顔あり。診察中も妄想発言聞かれているが終始口調穏やか。処方薬の変更は無い。
＜皮膚科診察情報＞
・中里　慶子様、中村　聡様～治癒、終診となります。
・藤井　孝蔵様～爪切り実施しています。1週目に追加となります。
・安達　貴浩様～左肘頭の肥厚・落屑あり、ウリモックスクリーム塗布の指示があります。1週目に追加となります。

・森　政博様～処置継続、フェキソフェナジン同内容で7日分、デルモゾールＤＰ軟膏1本それぞれ処方となっています。
・久慈　一壽様～頭部の掻痒感、掻痕あり、ゲンタマイシン軟膏塗布の指示あります。1週目に追加となります。
・藤井　理代様～四肢の掻痒感、乾燥あり、ヘパリン類似物質油性クリームが1本処方、塗布の指示となっています。1週目に追加となります。
・高杉　洋子様～右大転子部に表皮剥離あり、テラマイシン軟膏1本処方、塗布+ガーゼ保護の指示となっています。毎週診察に追加となります。

・川原　サエ子様～爪切りの希望あり、実施しています。
＜田名部Dr.患者様退院支援委員会会議＞
・野坂　翔様～青山荘へ再入所の予定としていますが、精神症状の不安定さ著明にあります。11/14警察からの取り調べあり、以降も複数回予定されています。
・鈴木　達也様～母様は施設、父様や祖母様は自宅への退院を希望しており、意向が分かれている状態です。再度意向確認をしていくと共に、自宅退院で進む場合は利用可能サービスの選定をしていきましょう。
・藤井　孝蔵様～退院先として施設の予定となっています。精神状態の観察と共に皮膚トラブルを起こさないよう保清に努めていきましょう。
・田中　ハルエ様～自殺企図から娘様は単身生活の継続は拒否されている状態ですが、主治医からは自宅退院を進めるよう指示があります。11/14対面での面会予定となっている為、改めて御家族へ意向確認していきましょう。
・沢田　秋子様～退院先は施設の予定となっています。
・成田　賀枝様～退院先は施設の予定となっています。
・田端　香織様～岩手医科大学附属病院へ転院の予定となっています。転院日が確定し次第連絡が来る事となっています。
・武田　宜子様～入院期間が長くなる場合は施設入所となっていましたが、自宅への受け入れが困難な事から障害サービスや障害年金についてPSWより御家族へ説明しています。今後訪問調査があります。
・高柳　和子様～自宅アパートは契約したままですが、単身生活は困難な状態です。退院先については施設とし、今後はアパート解約も検討していきましょう。
・成田　富士子様～退院先は身体管理も可能な施設を予定しています。
・安達　貴浩様～退院先は施設の予定となっています。
・畑中　成夫様～退院先として青山荘を検討中です。
・小栗　健太郎様～年越しまで不穏を起こさず生活出来たら今後の方向性について検討していくこととなっています。
・倉橋　生子様～退院先として新たな施設選定が必要な状態です。
・小泉　裕子様～退院先として青山荘を目指し、今後見学予定となっています。
